
       
Ⅰ 実践テーマの趣旨    授業改善推進チームの活動は、推進教員が、勤務校の教員と協力して学校全体での授業改善   に取り組むことにより、児童の学力向上を図ることを目的としている。 
今年度、新たに網走市立南小学校が配置校に加わるとともに、推進教員３名も一新された。 
大空町と網走市の２市町３校による合同チームであるため、今年度は、３校で足並みをそろ 
えて取り組むことを重視し、「各学校でそろえられるところから取り組む」、「推進チームの 
活用方法を知ってもらう」ことを目標とした。各市町教育委員会及び各学校の教員、分掌と連 
携を図りながら、学習規律の徹底や効果的なＴＴの活用、「学習課題」と「まとめ」の確実な 
提示について、実践してきた。  
Ⅱ 実践の内容  １ 学習規律の徹底     「学習規律」の徹底の取組として、教室前面の掲示物の精選、机上の学習用具の整理、正 
しい姿勢の保持といった、３校全てが取り組むことができるものを設定した。新年度開始か 
らの約１か月間、重点的に定着 
状況を確認し、冬季休業明けに 
は、推進チームが確認するだけ 
ではなく各学校の研修部と連携 
し、チェック表を用いた確認を 
行った。 
冬季休業明けには、これまで 
の取組が定着している様子や、  
落ち着いて学習に取り組む児童の姿が見られた。   ２ 効果的なＴＴの活用   初任段階教員にとって、児童の意見を聞きながら板書を 
することは難易度が高い。そこで、学級担任がＴ１として 
授業を進め、推進教員がＴ２として板書をするという役割 
分担を行った。 
特に、学び合いの場面において、学級担任は、児童の意 
見に耳を傾けたり、深い学びにつなげるための問い返しを 
行ったりする役割を担う一方で、推進教員は、児童の意見 
を板書し、授業の流れを視覚化した。   ３ 「学習課題」と「まとめ」の確実な提示    大空町・網走市チームでは、全ての授業
において「学習課題」と「まとめ」を提示

することを重視した。右の図のような段階

を設定し、推進教員が、Ｔ１として示範授

業で示すことから始めることで、他の教員

にも少しずつ浸透していった。   【授業過程の手順例】 

１．児童の主体性を引き出すよう「学習課
題」を「なぜ、どのように」等、疑問
の形で設定  

２．「学習課題」と「まとめ」の提示  
３．「学習課題」と「まとめ」の正対 

【役割分担を図った授業の様子】 

【掲示物が精選された教室前面】 

児童の学力向上に向けた実践的な取組 

大空町立女満別小学校 学級数 16 （校長 関谷 正樹  推進教員 上野さえ子） 

大空町立東藻琴小学校 学級数 ８ （校長 長谷川純子  推進教員 尾中 基浩） 

網走市立南小学校   学級数 15 （校長 佐藤 雅美  推進教員 安倍 和裕) 

          

【学習用具が整理された机上】 



  
また、学級担任との打 
合せにおいても、「学習 
課題」と「まとめ」の提 
示について確認するこ

とを意識した。教員自身 
が、児童にどのような力 
を身に付けさせたいの

か、そのためにどのよう 
な手立てを取り入れる

のかを意識するととも

に、本時の課題を達成 
するための手立てについて、相談しながら二人三脚で授業づくりを行った。 
授業では、学級担任がどのような指導を行ったかを視覚化するために、推進教員がＴ２と 
なり、構造的な板書を行うことで、授業後のリフレクションを充実させることができた。   ４ 授業改善推進チームだよりの発行    上記した１～３については、推進教員が勤務しない期間にお
いて、学校全体で授業改善の取組が進められるよう「いいとこ

撮り」という推進チームだよりを発行し、各学校での授業の様 
子や「学習課題」と「まとめ」が提示された板書の好事例、教 
室掲示の様子やＩＣＴの活用方法、推進教員が参加した研修会 
の報告などを写真とともに掲載した。 
初任段階教員をはじめ、実際に紹介した取組等を授業や教室 
環境の整備に取り入れる学級担任も見られたことから、次年度

は、各学校の教員との関わりを更に深めるために、推進教員の

取扱について説明した文書を作成し、推進チームだよりの特別

版として発行する予定である。   
Ⅲ 実践の成果と課題 

１ 実践の成果  ○ 月に１度の定例報告会において、各学校の状況を確認 
するとともに、管理職及び推進教員が、それぞれの立場

で取組の成果と課題を把握することにより、一人一人が

すべきことの具体を明確にして、授業改善に取り組むこ

とができた。  ○ 打合せを重ねることで、担任と推進教員が、児童の実 
態や児童に身に付けさせたい力について、共通認識をも

つとともに、効果的にＴＴを活用することで、主体的・

対話的で深い学びにつながる授業づくりができた。 
２ 今後の課題  ● 学級担任と推進教員の打合せ時間を確保することが難しい現状があることから、より効率的 
かつ効果的に打合せができるよう、方策を考える必要がある。  ● １時間の授業の流れが見える構造的な板書について、教科の特質及び児童の思考が板書に反 
映できるよう、継続的な改善に取り組む必要がある。 

【授業改善推進チームだより】 

【「学習課題」と「まとめ」を意識した板書】 

【各学校での打合せの様子】 


